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３ さあ みんなでやってみよう！

森林づくりを手伝ったり、木材を上手に使ったりしていくことが、森林を元気づけることになる。

みんなの力で、いい空気やきれいな水をつくり出す森林を応援しよう。
おうえん

そして、身近な森林や木と親しんでみよう。

○ 森林づくりを手伝ってみよう

苗木を植える植樹祭や森林の手入れ
な え ぎ しょくじゅさい

にチャレンジする林業体験など、各地
りんぎょう

でいろんなイベントがあるよ。

○ 北海道の木を使おう

生まれてくる木材をちゃんと使ってあげる

ことが、森林にとって一番うれしいこと

なんだ。君たちの近くで生まれた木材を

使うと、地球にもやさしいんだよ。

○ 木と親しもう

木のおもちゃで遊んだり、木工体験が
も っ こ う

できる場所がある。木とふれあう「わくわく

木育ランド」などのイベントもあるよ。
も くい く

■どんな遊び道具があるの？

積み木、けん玉、だるま落とし・・・。木の

おもちゃは昔からいろいろある。今は

大きな遊び道具もあって、石ころのような

丸い木がたくさん入った「木の砂場」や
す な ば

木のジャングルジム、すべり台もある。

ノコギリや彫刻刀などを使って、自分で
ちょうこくとう

木の作品をつくったり、落ち葉や小枝を
こ え だ

材料にして工作をするのも楽しいよ。

○ 森林と親しもう

北海道には、みんなが気軽に行ける公園
き が る

のような森林がいっぱいある。散歩した
さ ん ぽ

り、自然を観察したり、森林とふれあって
し ぜ ん かんさつ

みよう。かわいい動物たちに会えるかも。

■森林はお医者さん？

森の中に行くと、

さわやかな気分に

なる。これは、木の

香りのおかげなんだ。
かお

木の香りは、人をリラックスさせる効果が
かお こ う か

ある。これを活かして、人を健康にする
い

「森林 」という取り組みがあるんだ。セラピー

森林は、お医者さんみたいだね。

また、マツの木などは

いい香りがするけど、
かお

バイ菌はこの香りが
きん かお

嫌いなんだ。駅弁や
きら えきべん

和菓子の入れ物に、木が使われているの
わ が し

を見たことがあるかな。木の香りでバイ菌
かお きん

が増えるのを防ぐ昔からの知恵なんだ。
ふ ふせ ち え

○ いろんな人たちが森林 ているを し応援
お う え ん

とりわけ森林と関係が深い人たち、はたらく森林に

元気をあげたい人たちが、森林を応援する取り組み
おうえん

もある。この取り組みは、どんどん広がっているんだ。

○ 木の良さを知ろう

木材は、人や環境にやさしい材料なんだ。その
かんきょう

良いところを知って、もっと木を好きになろう。

■応援しているのはどんな人たち？
お う え ん

クイズだよ。野球の道具で森林と関係が深いものは何でしょう？

答えはバット。野球で使う木のバットは、アオダモなどの

折れにくい木が使われている。その木を育てるために、野球

チームが森林づくりを行う取り組みがあるんだ。また、最近、

自動車を作る会社や食品会社などのいろんな会社が、

環境を良くするために、全国各地で森林づくりに取り組んで
かんきょう

いる。この取り組みは、北海道でも行われているんだよ。

■木の良いところはいっぱい！ 弱いところも良いところ？

木材の良いところを知っているかな？

ぬくもりがある、さわり心地が良い、木目が美しい、
ご こ ち

香りが良い、軽いわりに丈夫、切ったり削ったりしやすい・・・。
かお じょ うぶ けず

まだまだいっぱいある。反対に弱いところは、燃える、腐る
も く さ

などがある。でも、燃えるということはエネルギーとして使えるし、
も

腐るということは土に帰る、つまりゴミが出ないということ。
く さ

上手に使えば、弱いところも良いところになるんだ。

ちなみに、毎年１０月８日は「木の日」。漢字の「十」と「八」を

組み合わせると「木」になるからだよ。

■どんなイベントがあるの？

平成１９年の６月には、苫小牧市で「全国植樹祭」が
と ま こ ま い ぜんこくしょくじゅさい

行われて、日本中から来たたくさんの人が木を植えた

んだ。森林づくりのイベントは、植樹祭のほかに、
しょくじゅさい

いい木材をつくるために木の枝をノコギリで切る
えだ

「枝打ち体験」や、バーベキューで使う炭をつくる
え だ う すみ

「炭焼き体験」なんかもある。君が住んでいる町や
す み や

近くの町でも行われているかもしれないよ。

新聞や町のイベント情報などをチェックして、
じょうほう

参加してみよう。

■なぜ近くで生まれた木材の方がいいの？

木材はトラックや船などで運ぶけど、運ぶ距離が長ければそれだけ
き ょ り

化石燃料を多く使うから、二酸化炭素が多く出てしまうんだ。近くで
かせきねんりょう に さ ん か た ん そ

生まれた地元の木材を使えば、運ぶ距離が短くなるから、二酸化炭素の
じ も と き ょ り に さ ん か た ん そ

出る量が少なくなって、地球温暖化を防ぐことができるんだ。
お んだんか ふせ

また、地元で育った木を使うということは、地元の森林を
じ も と じ も と

育てている人たちを応援することになる。育てる人たち
おうえん

が元気になれば、森林も元気になるんだ。

イベント情報や「木育」の取組については、ホームページでも情報発信しています。
も く い く

●森とのふれあいイベントカレンダー （全道の森づくりセンターのイベント情報） ●北海道の『木育』 （木とふれあい・木に学び・木と生きる「木育」の取組の紹介）
も くい く も く い く

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/sky/homepage/katuyou/05program.html http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/rrm/mokuiku/index.htm
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